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仙台BOSAI-TECHイノベーションプラットフォームとは
「BOSAI-TECH」をキーワードに、防災×テクノロジー×ビジネスを融合した

防災課題に対する新たな解決策を持続的に生み出す場です。
防災関連産業の創出、「BOSAI-TECHイノベーション・エコシステム」の形成を目
指し、これまで技術的な制約や収益性の観点で実現できなかった防災課題に取
り組み、ここから生まれた事業を、仙台、日本全国、世界へと展開していきます。
このプラットフォームを通じて、「仙台防災枠組」の理念の実現を目指します。

INNOVATION
PLATFORM

仙台 BOSAI-TECH 
イノベーションプラットフォーム

テクノロジーで強くしなやかな未来へ

2026年度版

2026年度活動説明会
��:��～��:��2026年 月 日（火）� ��

各プログラムのエントリー説明も実施予定
※開催後はアーカイブ動画を公開予定

オンライン開催／視聴無料

Future Awards フューチャーアワーズ テクノロジーで明日を守る課題探求プログラム

※費用支援額が最大100万円となる対象は、「東北に事業拠点を持つ中堅・中小企業」となります。
　その他の法人は、地域・企業規模に関わらず最大50万円の支援となります。

帰宅困難者の滞在場所への案内・誘導等を行う
システムの構築

視察先 ｜ 仙台駅周辺の一時滞在場所

関連テーマ｜ 資源循環の高度化に向けた缶・びん・ペットボトル等の
AI選別技術

関連テーマ｜

視察先 ｜ 資源化センター（仙台市内）

社会実装にむけた実証実験の実行を支援（最大100万円支援※）

防災関連課題を解決する
事業を生み出したい

エントリーサイトは
こちら

エントリーサイトは
こちら

自治体の課題について
理解を深めたい

自治体が提示する課題の解決を目指し、
アイデアの有用性や事業化に向けた実現性の検証を支援
自治体が提示する課題の解決を目指し、
アイデアの有用性や事業化に向けた実現性の検証を支援
自治体が提示する課題の解決を目指し、
アイデアの有用性や事業化に向けた実現性の検証を支援

現場視察や自治体の担当者から直接話を聞くことを
通じて、防災や環境課題への理解を深める場を提供
現場視察や自治体の担当者から直接話を聞くことを
通じて、防災や環境課題への理解を深める場を提供
現場視察や自治体の担当者から直接話を聞くことを
通じて、防災や環境課題への理解を深める場を提供

自治体の
提示課題例  

AI需要予測×EV給電による避難所エネルギー最適化システム

同報系情報提供システムに関する新規通信方式
仙台市の3D都市モデルの防災/環境分野での利活用

事前相談申込締切　　8月21日（金）

応募締切 7月22日（水） 開催日 7月28日（火） 応募締切 7月30日（木） 開催日 8月6日（木）

実施時期 10月頃～翌1月末

こんな方へ

こんな方へ

ほか、全12件

※下記の現場視察の関連テーマ2件も、自治体の提示課題に含まれます

https://sendai-bosai-tech.jp/event/detail/---id-108.html
https://sendai-bosai-tech.jp/event/future_awards/2026/
https://sendai-bosai-tech.jp/event/future_awards/#tour


検 索検 索仙台防災テックsendai-bosai-tech.jp

ウェブサイトにて、実証実験事例や防災関連ソリューションを掲載

主催・運営｜仙台市経済局イノベーション企画課 ／ スカイライトコンサルティング株式会社

会員登録のお申込みも
随時受付中！

BOSAI-TECH事例の紹介や参加者とのマッチング機会を
提供するイベント

BOSAI-TECHに関心のある方々の交流を目的とした、
座談会やセミナーなど

最新情報が配信される
ニュースレター登録は
こちら

当プラットフォームでは、単年度のプログラムだけでなく、  防災関連の情報収集、自社の取り組みなどの発信、会員間の交流などを含めて、
継続的に参加いただける場づくりを行っています。

防災・減災アイデアの事業化を推進するには、長期的な視点での取り組みが必要と考えています。

自社のテクノロジー・ソリューションを国内外の防災・減災シーンに活用したい方へ

宮城県内では、塩竃市、多賀城市、登米市、東松島市、丸森町、山元町、松島町など、
さらに県外からは愛知県、神戸市、浜松市、熊本市など、全国各地から計34の自治体の皆様にご参加いただいております。（2026年6月現在）

当プラットフォームは、 されています。防災・減災に関心のある企業・自治体・研究機関などにより構成

2026年度版

防災分野に関心の高い企業・
研究機関・自治体が集結
防災分野に関心の高い企業・
研究機関・自治体が集結
防災分野に関心の高い企業・
研究機関・自治体が集結

防災ビジネスの実現に
向けて意見や情報を交換
防災ビジネスの実現に
向けて意見や情報を交換
防災ビジネスの実現に
向けて意見や情報を交換

CONFERENCE 防災・減災に関する新技術・
ソリューション・事例を「知る」カンファレンス

Lounge 防災分野に関心の高い企業や自治体と
「つながる」ラウンジ

支援内容は、海外展開に関する相談内容や現状に応じて決定します。
オンラインでのヒアリング・ディスカッションを主とした対話型で実施。

海外展開支援 海外展開にむけた第一歩を支援

海外展開に向けて、現地とのネットワークを持つ専門家が、
現地の実態やリアルな声に基づいた仮説検証を支援
海外展開に向けて、現地とのネットワークを持つ専門家が、
現地の実態やリアルな声に基づいた仮説検証を支援
海外展開に向けて、現地とのネットワークを持つ専門家が、
現地の実態やリアルな声に基づいた仮説検証を支援

Open Bridge オープンブリッジ ソリューションを社会実装につなげる磨き込みプログラム

プラットフォームのネットワークや知見を活かし、ユーザーヒアリングや
仮説検証を通じて、ソリューションの事業化・社会実装に向けた磨き込みを
伴走型で支援

プラットフォームのネットワークや知見を活かし、ユーザーヒアリングや
仮説検証を通じて、ソリューションの事業化・社会実装に向けた磨き込みを
伴走型で支援

プラットフォームのネットワークや知見を活かし、ユーザーヒアリングや
仮説検証を通じて、ソリューションの事業化・社会実装に向けた磨き込みを
伴走型で支援

防災関連サービスの事業化や社会実装に取り組む企業に対して、個別状況に合わせて支援します。

事業化・社会実装プログラム 実証実験・試作開発を支援

企業が自ら設定した課題に対する検証・事業プランを募集企業が自ら設定した課題に対する検証・事業プランを募集企業が自ら設定した課題に対する検証・事業プランを募集
防災・減災や環境のビジネスアイデア・ソリューションの創出から社会実装までかかる費用を最大100万円支援
※応募可能かつ費用補助の対象は、仙台・東北に事業拠点をもつ中堅・中小企業であること、 もしくは当該企業との共同提案であることが要件となります。

支援対象｜東北に拠点を有する中堅・中小企業

エントリーサイトは
こちら

エントリーサイトは
こちら

エントリーサイトは
こちら

応募締切 8月28日（金） 実施時期 10月頃～翌2月

事前相談申込締切　　7月24日（金） 実施時期 9月～翌２月

応募締切 8月28日（金） 実施時期 10月頃～翌2月

開催時期

2027年3月

開催時期

7月、2027年3月

https://sendai-bosai-tech.jp/event/detail/---id-113.html
https://sendai-bosai-tech.jp/event/open_bridge/2026
https://sendai-bosai-tech.jp/event/step_abroad/2026
https://sendai-bosai-tech.jp/
https://sendai-bosai-tech.jp/newsletter_signup/

